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各教科を基盤とした、
学校教育活動全体の

カリキュラムマネジメントが重要

例：がん教育

〇 主に教科（体育科・保健体育科）で学ぶ
△ 指導の充実として大切だが、地域・学校によっては
 外部講師活用の実績のみがクローズアップされがち

〇 教科指導を活かした教科等横断的な指導であり かつ
 教科等横断的な指導を活かした教科指導という視点が求
 められる
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〇 教科指導を活かした教科等横断的な指導であり かつ
 教科等横断的な指導を活かした教科指導という視点が求
 められる

例：Ａ高等学校「がんについてのアンケート」
第１回調査（2025年12月3日実施）集計結果

Ｑ２．がんと生活習慣に関する以下の質問について、最もあてはまるものを選択してください。
（それぞれひとつずつ）
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例：A高等学校 介入研究（2023年実施）

☆情報活用スキルとの関連☆

× 保健の知識向上
〇 記録的猛暑などの身近な素材
（生活上の実感をともなう学習内容）

子供が、日常生活で認識しやすい話題を
学習内容に入れていくなど、

本来の保健の見方・考え方が働くようにするために
必要な事項を整理する必要がある
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「高等学校 新 学習指導要領の展開（保健体育科編）」より抜粋

・このような改善は，≪中略≫。保健については生活習慣の
乱れやストレスなどが健康に影響することを学ぶことが重要
であり，健康の概念や課題，心身の発育・発達と健康，生活
習慣病などの疾病の予防，保健医療制度の活用，健康と環境，
傷害の防止としての安全などの内容について学ぶことにより，
自らの健康を管理し改善していく資質や能力を育成していく
ことを踏まえたものと考える。（今関豊一氏）

高等学校保健体育授業改善研究会 編著（平成22年２月）

強調、下線は発表者

高等学校学習指導要領（平成21年3月告示）を踏まえ、
次の内容を重要視した「保健」の授業を行ってきました。
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宮城県の中学生に対する「こころの病気」教育の実践状況

○ 宮城県の全中学校216校を対象

○ 85%の学校が「こころの病気の授業」を行う必要
があるとしながら、現実に実践している学校は
３割弱

○ 代表的な精神疾患については「学校の授業で取
り扱う自信がない」等 訴える一方、「適切な教
材があれば、授業で扱いたい」との回答が７割
超え

菅原里江, 中鉢皓大, 佐藤光源:仙台市精神保健福祉審議会報告書-資料3
「精神疾患に関わる早期支援-『学校教育を通じたこころの病に関する適正な知識の普及啓発』の調査報告」pp1-29,2006

日本保健科教育学会 第３回研究大会 特別講演より
講師：水野雅文氏 （平成30年12月16日）
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英国の精神保健教育の内容

① 11歳までの初等教育では
  ・感情コントロールや人間関係の構築
  ・いじめ問題
  ・ストレスへの対処

② 11歳以降の中等教育では
・精神疾患についての適切な知識の提供
・スティグマの改善
・Help-Seeking（援助希求行動）の促進

精神疾患への十分な理解が可能になる年齢は
10歳以降と言われている (身体疾患は５歳頃)

吉村優作先生のご厚意による（Buchanan-Barrow and Barrett, 2004; Pitre et al, 2007）

日本保健科教育学会 第３回研究大会 特別講演より
講師：水野雅文氏 （平成30年12月16日）
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〇 新学習指導要領では、各教科、課題研究、理数研究と
それぞれ「探究」が強調され、教科横断的な視点が強く
なったと捉えられます。ただし、どうしてもそれぞれの教科
の特性は出るでしょうから、どの教科の特性も含みつつ、
実際の社会とのつながりも視野に入れながら、将来に
わたって子どもたちが現実問題を解決していくような時間が
重要だということで、総合学習も「総合的な探究の時間」と
衣替えをすることになります。

「探究」を探究する –本気で取り組む高校の探究活動- 田村学、廣瀬志保 編著

田村 学 氏（当時 國學院大學）
「新学習指導要領と「探究」というテーマで、
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〇 「探究」というとそれぞれ独自の理解もあると思いますが、
総合学習のワーキングで示した探究のプロセスでは、基本的
に「課題の設定」「情報の収集」「整理・分析」「まとめ・
表現」という４つのプロセスを提示し、それが繰り返し、
スパイラルしていくこととしました。

「探究」を探究する –本気で取り組む高校の探究活動- 田村学、廣瀬志保 編著

田村 学 氏（当時 國學院大學）
－探究の４つのプロセス－ というテーマで、
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「探究」を探究する –本気で取り組む高校の探究活動- 田村学、廣瀬志保 編著

田村 学 氏（当時 國學院大學）
－探究の４つのプロセス－ というテーマで、

探究的な学習における生徒の学習の姿
（探究のプロセス）

■日常的な社会に
目を向け、児童・生
徒が自ら課題を設
定する。

■探究の過程を経由する。
① 課題の設定
② 情報の収集
③ 整理・分析
④ まとめ・表現

■自らの考えや課題が
新たに更新され、探究の
過程が繰り返される。
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■自らの考えや課題が
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（再掲）子供が、日常生活で認識しやすい話題を
学習内容に入れていくなど、

本来の保健の見方・考え方が働くようにするために
必要な事項を整理する必要がある

－汎用性の高い見方・考え方－
個人の行動選択やそれを支える社会環境づくりなどが大切で

あるというヘルスプロモーションの考え方

ヘルスプロモーションの理解が情報活用スキルの向上に寄与するためには、

ヘルスプロモーションに関する身近なテーマ
を扱うことが重要

16
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〈要約〉

「子どもが自ら問うことを学ぶ」力を形成することが求められ
ている現代においてこそ，子どもの既知をゆさぶり，知的関心
や学習意欲を呼び起こすような教材・教具を開発し，発問を工
夫し，討論を組織するなど，これまで以上に技量のある教師，
指導力のある教師が求められている。（和唐正勝氏）

森昭三，和唐正勝 編著 『新版 保健の授業づくり入門』（大修館書店））より

強調、下線は発表者

最後に… 「授業における教師の技量」
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